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パイリン・チューチョートターウォーン タイ王国 前運輸副大臣、関

口 昇 在タイ日本大使館 公使、岡西 康博 国土交通省 国際統括官、

宿利会長、鉄道局長、スピーカーの皆様、そしてご来席頂いている皆様

へ 

 

本日のセミナーの来賓挨拶を承りました。 

５分間ですので、簡単に説明させていただきます。 

講義をしたかったのですが、私に登壇の機会がなかったので閉会挨拶

のみとさせて頂きます。本セミナーで議論されたことは、私が運輸大臣

だった頃の５年間でずっとやってきたことです。パイリン前運輸副大臣

と一緒に多くのプロジェクトを推進してきました。特に鉄道システムへ

の投資を検討してきました。これは、ラーマ国王の時代の鉄道建設開始

以来の、大きな鉄道整備時期と呼ばれています。武藤博士や鉄道局長が

発表したように、高速鉄道から都市間鉄道、都市内鉄道、通勤鉄道、各

駅停車の鉄道など、あらゆる鉄道が発展していることが分かります。 

 

本日、JTTRI そして宿利会長がバンコクでセミナーを開催したのは、

初めてのことでした。 明日は今日に続いて別のセミナーもあるようです。

本日の鉄道と沿線開発に関するセミナーの内容は、 我々が TOD、または

RAD と呼ぶものと同じものと考えられます。この発想をタイの鉄道の計

画・運行にどのように適用していけばよいか、簡単に述べたいと思いま

す。森地教授と武藤博士のプレゼンテーションはどちらも非常に詳しい

情報です。両プレゼンテーションともにタイの鉄道システムについて研

究してきたことをよく示していました。今日の成果は日本の経験であり、

それは成功と失敗の両方の事例を認めるものです。したがって、森地教

授が伝えていたように、最初から全てを学ぶのではなく、時間を節約す

るために日本の成功事例を真似することが重要です。私たちには急速な

拡大が求められており、過去５年間の短期間で、私たちは多くの鉄道整

備を推進してきました。 

 

日本では１９５６年以降、私が生まれた頃から鉄道整備が計画されて

きました。そして日本はそれらを継続的に計画してきました。私たちの



計画としては約２０年前に M-MAP プロジェクトが始まり、タイ運輸省

は、古い名称の時代から JICA の支援を受けてきました。実際の M-MAP

は、２０１５年に私がパイリン前運輸副大臣との働きかけにより実施し

ました。 M-MAP は成功したと考えられていますが、日本とは６０年間

の差があり、私たちは日本に追いつくよう、もっと努力をしなければな

りません。バンコクのメインネットワーク（都市鉄道の幹線）を考慮し

ていますが、そのセカンダリネットワーク、又はサブネットワーク（フ

ィーダー）、あるいはその代わりになるものがほとんどないと思います。 

私が今朝遅刻した原因は、渋滞があり、ラックソン駅でブルーライン

に乗ったためです。 先ほど、森地教授からもあったように、ラックソン

駅で、ザ・モールというショッピングセンターがあり、ショッピングセ

ンターからスカイウォークで全て繋がっています。しかしながら、駅前

広場がまだ計画されていません。我々の計画では２０年前に計画されて

いましたが、鉄道整備のみの計画となりました。そのため、駅周辺や駅

自体の発展については考えていません。 

また、まちづくりとの連携が悪く、鉄道と街が発展していく中、私の

在任中の過去５年間で、まちづくり担当者と話し合う時間がありません

でした。人々が期待し、待っているので、先に鉄道整備を遂行しなけれ

ばなりませんでした。実際は、ラックソン駅周辺でも、まだ渋滞があり

ます。我々は、鉄道の移動手段があると、車はあまり使用しないだろう

と思いましたが、まだ車の利用者の方が多いです。それでも良いところ

は、両側にパークアンドライドの駐車場施設があり、私はパークアンド

ライドの駐車場に駐車することにしました。 

私が見たのは、人々が電車に乗り、携帯電話を見て、LINE を見て、快

適に過ごしていて満足しているということです。 

私は、９９．９９％の乗客が電車で携帯電話を利用していると確信し

ています。これは明日のセミナーの話題になりますが、明日のセミナー

はモバイルビッグデータについてです。これは最も新しい話題です。運

輸総合研究所がセミナーのために、バンコクに２つの話題を持ってきて

くれたことに感謝したいと思います。 

 

改めて、運輸総合研究所に感謝申し上げます。このセミナーにより、

日本人の経験を知ることができとても役に立ちました。宿利会長にお願

いしたいのですが、今回は今日と明日２回のセミナー開催ですが、この

ような活動を定期的に行ってほしいと思いますし、タイ運輸省にとって

も有益であるため、各組織や先生方に活動の協力をお願いさせていただ



きたいと思います。なぜなら、私たちは学術、政府、開発者、運営者か

らのすべての見解及び解説を聞きたいからです。本日のセミナーのテー

マは今後も発展していくべきアイデアだと考えています。 

 

最後になりますが、皆様にお願いしたい事が４つあります。 

１つ目は、計画が継続的に改善しなければならないこと、そして、政

策実施も継続的にしていかなければならないことです。 

２つ目は、考え方もよく改善するべきこと、今日の話題と同様に、開

発は鉄道に限った開発ではなく、コストを補う利益を得るために沿線開

発をすることが重要であるということです。 

３つ目は、鉄道サービスは一体的に提供するべき、例えば、中央駅と

してバンスー駅の中心では、高速鉄道、快速列車、各駅停車など、すべ

ての鉄道システムが同じネットワークに統合されて開発されなければな

らないということです。 

４つ目は、規則の面です。私たちは鉄道局を設立しましたが、今後も

発展し続けると思っています。 

 

本セミナーからの情報は非常に役に立ちます。私が運輸大臣の時に、

日本との連携は私の優先事項の一つでした。国土交通省に感謝します。

道路安全や鉄道整備でも様々な機会に岡西統括官に、よくお会いました。

両省間の協力に関する覚書があり、JICA も同様に、継続的な計画支援を

行っている機関です。タイは既に被援助国から離脱していますが、まだ

交通のパフォーマンスが悪いという面がありますし、環境問題で引き続

き支援を受けています。我々の今後の業務のため、本日のご意見・ご感

想をいただければ幸いです。 

 

ありがとうございました。 

                              

以 上 


